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技術と人材への
視点

資源小国日本は技術力と人材力で戦っていかざるを得ないが、

グローバル化や AI 化など企業を取り巻く環境が大きく変わるなか、

技術継承や人材育成は一筋縄ではいかなくなっている。

「経営・組織力」「技術立国」「人材育成」「原子力」など、

技術と人材をめぐる各側面について、各分野の専門家・有識者の意見を聴いた──
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日
本
企
業
の
特
徴
は
、
Ｊ
・
ア
ベ
グ
レ
ン
が
「
日

本
的
経
営
の
三
種
の
神
器
」
と
指
摘
し
た
よ
う
に
、

終
身
雇
用
・
年
功
序
列
・
企
業
内
組
合
の
三
つ
に
あ

る
。
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
重
視
す
る
フ
ラ
ッ
ト
な
組
織

で
あ
り
、
長
期
的
な
雇
用
を
前
提
と
し
て
内
部
か
ら

リ
ー
ダ
ー
を
輩
出
し
、
全
社
一
丸
と
な
っ
て
企
業
を

強
く
し
て
い
っ
た
。
対
照
的
に
ア
メ
リ
カ
企
業
は
、

強
い
リ
ー
ダ
ー
を
外
部
か
ら
招
き
、
明
確
な
指
揮
命

令
系
統
下
で
動
く
、
上
下
間
格
差
が
大
き
い
組
織
だ
。

　

し
か
し
近
年
、
ア
メ
リ
カ
を
含
め
世
界
の
組
織
の

あ
り
方
が
変
わ
り
、
日
本
型
に
近
づ
い
て
き
た
。
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
化
と
と
も
に
生
ま
れ
た
多
く
の
起

業
家
精
神
溢
れ
る
企
業
で
は
、
メ
ン
バ
ー
が
情
報
共

有
し
な
が
ら
チ
ー
ム
を
運
営
し
て
い
く
、
フ
ラ
ッ
ト

な
組
織
が
多
い
。
そ
こ
に
Ｉ
Ｔ
な
ど
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
要
素
が
加
わ
っ
た
経
営
が
、
世
界
の
潮
流
に
な
っ

て
い
る
。

　

今
、
日
本
企
業
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
Ｉ
Ｔ
技
術

を
有
効
活
用
し
な
が
ら
機
動
力
を
さ
ら
に
高
め
、
大

胆
な
意
思
決
定
が
よ
り
迅
速
に
で
き
る
組
織
へ
の
変

革
だ
。
か
つ
て
の
高
度
経
済
成
長
期
は
環
境
変
化
も

少
な
く
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
意
思
決
定
は
さ
ほ
ど
必
要

な
か
っ
た
。
し
か
し
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
化
、
中

国
・
ア
ジ
ア
の
新
興
企
業
の
台
頭
、
規
制
改
革
な
ど

多
様
な
変
化
の
渦
中
に
あ
る
現
在
、
従
来
ど
お
り
で

は
生
き
残
れ
な
い
。

　

私
が
理
想
と
す
る
組
織
は
、「
グ
ロ
ー
ビ
ス
・

ウ
ェ
イ
」
の
中
の
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
ウ
ェ
イ
」
で
示
し

た
よ
う
に
、
理
念
・
ビ
ジ
ョ
ン
・
基
本
戦
略
と
い
う

共
通
基
盤
を
も
と
に
、
各
部
門
・
各
チ
ー
ム
・
各
人

に
積
極
的
に
権
限
を
移
譲
し
、
各
自
が
主
体
的
に
動

き
な
が
ら
も
、
全
体
と
し
て
見
れ
ば
秩
序
が
あ
る
フ

ラ
ッ
ト
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
組
織
。
い
わ
ば
複
雑
系

の
組
織
が
望
ま
し
い
。
加
え
て
言
え
ば
変
化
適
応
型

な
方
向
性
だ
け
上
長
と
認
識
を
共
有
し
て
お
き
、
あ

と
は
随
時
報
告
し
な
が
ら
突
っ
走
る
。
成
功
し
て
い

る
組
織
は
、
そ
の
よ
う
に
機
敏
に
動
い
て
い
る
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
に
つ
い
て
い
え
ば
、
デ
ー
タ
と

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
て
い
か
に
生
産
性
を
上
げ

て
い
く
か
が
課
題
だ
ろ
う
。
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
を

は
じ
め
と
し
た
次
世
代
の
電
力
シ
ス
テ
ム
構
築
な
ど

に
、
先
陣
を
切
っ
て
取
り
組
め
ば
い
い
。
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
進
化
は
脅
威
で
あ
る
と
同
時
に
チ
ャ
ン
ス
で

も
あ
る
。
技
術
革
新
で
生
ま
れ
て
く
る
新
し
い
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
、
い
か
に
事
業
化
し
て
い
く

か
。
大
企
業
は
動
き
が
鈍
く
な
り
が
ち
だ
が
、
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
社
内
ベ
ン

チ
ャ
ー
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
、
自
由
化
の
な
か
で
エ

ネ
ル
ギ
ー
事
業
者
も
、
思
い
切
っ
た
挑
戦
を
す
れ
ば

い
い
。

　

原
子
力
を
め
ぐ
る
状
況
も
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
パ

リ
協
定
で
Ｃ
Ｏ
２
を
排
出
し
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

の
期
待
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
。
発
電
時
に

Ｃ
Ｏ
２
を
出
さ
な
い
原
子
力
に
再
び
陽
が
あ
た
る
。

原
子
力
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
ス
マ
ー
ト
グ

リ
ッ
ド
も
含
め
、
ク
リ
ー
ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
使
っ

た
Ｃ
Ｏ
２
フ
リ
ー
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
描
け
ば
い
い
。
と
り
わ
け
関
西
電
力
は
原
子
力
比

率
の
高
さ
を
逆
手
に
と
っ
て
、
ク
リ
ー
ン
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
で
攻
め
て
い
く
の
も
有
効
な
手
立
て
に
違
い
な

い
。

組
織
で
あ
る
こ
と
も
重
要
だ
。
進
化
の
過
程
で
生
き

残
っ
た
の
は
、
強
い
動
物
で
も
賢
い
動
物
で
も
な
く
、

変
化
に
適
応
で
き
た
動
物
。
早
い
段
階
で
変
化
を
察

知
し
、
臨
機
応
変
な
適
応
力
を
持
ち
、
自
ら
を
変
革

で
き
る
組
織
こ
そ
強
い
。

　

そ
れ
に
は
「
個
人
の
能
力
強
化
」「（
各
自
が
主
体

的
に
動
け
る
制
度
設
計
と
し
て
の
）
組
織
の
フ
ラ
ッ

ト
化
」「
徹
底
的
な
情
報
の
オ
ー
プ
ン
化
」
が
必
要

だ
。
ト
ッ
プ
と
社
員
間
で
持
っ
て
い
る
情
報
に
差
が

あ
る
と
、
正
し
い
判
断
が
で
き
な
い
。
一
人
が
判
断

す
る
の
で
は
な
く
、
各
自
が
情
報
ツ
ー
ル
等
の
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
で
武
装
し
な
が
ら
情
報
を
共
有
し
、
全
員

が
同
じ
材
料
を
持
っ
た
上
で
意
見
交
換
し
な
が
ら
判

断
・
意
思
決
定
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　

個
人
に
求
め
ら
れ
る
力
と
し
て
は
、
判
断
力
・

意
思
決
定
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
に
加
え
、

「
テ
ク
ノ
ベ
ー
ト
」
へ
の
対
応
が
必
須
と
な
る
。
テ

技 術 と 人 材 へ の 視 点

堀 

義
人 

グ
ロ
ー
ビ
ス
経
営
大
学
院
学
長
／
グ
ロ
ー
ビ
ス
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
代
表
パ
ー
ト
ナ
ー

経
営
・
組
織
力

ス
ピ
ー
ド
の
時
代
、

臨
機
応
変
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
組
織
へ

ほり　よしと
グロービス経営大学院学長／
グロービス・キャピタル・パートナーズ
代表パートナー
1962年生まれ。茨城県出身。京都大
学工学部卒、ハーバード大学経営大
学院修士課程修了（MBA）。住友商
事を経て、92年グロービス設立。99
年ベンチャーキャピタル会社（現グロー
ビス・キャピタル・パートナーズ）設立。
06年グロービス経営大学院開学、学
長就任。世界経済フォーラム（WEF）
が選んだNew Asian Leaders日本
代表など歴任。著書『日本を動かす

「100の行動」』『人生の座標軸』『創
造と変革の志士たちへ』『吾人の任
務』など。
http://www.globis.co.jp/

グロービス・ウェイ

ビジネス・ウェイ

ク
ノ
ベ
ー
ト
と
は
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
で
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

を
理
解
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み

出
す
こ
と
。
経
営
の
中
心
テ
ー
マ
が
、
先
端
技
術
を

駆
使
し
て
従
来
と
全
く
異
な
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構

築
へ
と
進
化
し
て
い
る
今
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
関
す

る
知
見
は
不
可
欠
と
い
う
こ
と
だ
。

　

個
の
力
を
強
め
る
に
あ
た
り
、
人
材
育
成
は
大
き

な
課
題
だ
。
人
を
育
て
、
個
の
能
力
を
高
め
て
く
れ

る
企
業
に
は
、
優
秀
な
人
材
が
集
ま
る
。
終
身
雇
用

と
い
う
前
提
が
崩
れ
転
職
も
自
由
な
今
、
人
材
育
成

に
投
資
し
真
剣
に
人
を
育
て
る
こ
と
が
、
企
業
の
魅

力
や
強
み
に
直
結
す
る
。

　

か
つ
て
は
規
模
の
経
済
と
言
わ
れ
、
大
き
な
組
織

が
強
か
っ
た
が
、
今
は
「
ス
ピ
ー
ド
の
経
済
」
の
時

代
だ
。
変
化
に
適
応
す
る
た
め
、
い
か
に
ス
ピ
ー
ド

を
上
げ
ら
れ
る
か
。
古
代
、
巨
大
な
恐
竜
が
絶
滅
し
、

小
さ
な
哺
乳
類
が
適
応
し
て
生
き
残
っ
た
よ
う
な
変

化
が
、
企
業
社
会
で
も
起
こ
る
だ
ろ
う
。
小
さ
な
組

織
で
も
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
判
断
で
き
る
力
を
持
ち
、
い

ち
早
く
成
長
す
る
産
業
を
見
つ
け
、
そ
こ
で
ド
ミ
ナ

ン
ト
（
支
配
的
）
な
存
在
に
な
っ
て
い
く
こ
と
が
、

生
き
残
り
へ
の
道
だ
。
大
企
業
に
と
っ
て
は
簡
単
で

は
な
い
が
、
分
社
化
や
、
チ
ー
ム
を
細
分
化
し
て
権

限
移
譲
す
る
な
ど
方
法
は
あ
る
。
そ
う
い
う
発
想
を

持
た
な
い
限
り
、
ス
ピ
ー
ド
は
速
ま
ら
な
い
。
大
き

グロービスHPより

グロービスHPより

経営理念
◦ビジネスを通しての社会貢献（対社会）
◦自己実現の場の提供（対個人）
◦理想的な企業システムの実現（対ステークホールダー）

事業指針：“3SCH”
Stakeholder Satisfaction

（社会、顧客、取引先、社員、債権者、株主等企業と関わりのある
全ての会社・人々の満足度を高める）

Creativity
（常にクリエイティブに。グロービスの独自性を出す）

Speed
（事業展開・業務のスピードを重視する）

High Quality
（常に高品質なサービスを提供する）

Systematic Expansion
（相乗効果を発揮できる事業展開をシステマティックに行う）

行動指針：“STRETCH”
Self-development（個人の能力を高めよう）
Time Management（時間管理を徹底しよう）
Responsibility（業務に対する責任を持とう）

Enthusiasm & Enjoyment（仕事に情熱を持ち、楽しもう）
Thoughtful Action（行動は早く、よく考えて）

Cooperation（皆で協力し合おう）
Heartful Communication（コミュニケーションは心を込めて）

BROADではなく「FOCUS」
資源集中／ブランド力／相乗効果

BIGではなく「POWERFUL」
外部資源の有効活用／NO.1指向／収益性の追求

MASSではなく「SATISFIED CUSTOMER BASE」
満足した優良顧客ベース

CLOSEではなく「OPEN」
外部とのオープンネットワーク指向／組織・情報・議論のオープン性／異質性

FIXEDではなく「FLEXIBLE」
分権化によるフラットなネットワーク型組織
理念・ビジョン・基本戦略という共通基盤をもとに、各部門・各チーム・各人に積極的
に権限を移譲し、各自が主体的に動きながらも、全体として見れば秩序がある組織
をめざす
変化適応型組織
成長ステージ、経営環境、ビジョン・戦略の変更等に臨機応変に対応する柔軟な組
織・人事システム・企業文化を構築・醸成する

行動指針：“STRETCH”

事業指針：“3SCH”

経営理念
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昨
今
、
品
質
デ
ー
タ
改
ざ
ん
や
不
適
切
検
査
な
ど
、

日
本
の
技
術
力
へ
の
信
頼
を
揺
る
が
す
事
態
が
相
次

い
で
い
る
が
、
背
景
に
は
、
製
品
の
高
度
化
・
複
雑

化
や
海
外
生
産
が
急
速
に
進
み
、
生
産
シ
ス
テ
ム
全

体
に
目
が
届
き
に
く
く
な
っ
た
と
い
う
事
情
が
あ
る
。

そ
う
い
う
な
か
で
の
品
質
確
保
の
徹
底
は
コ
ス
ト
的

に
も
難
し
く
、
無
理
を
重
ね
て
き
た
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
が
、
必
ず

し
も
日
本
の
技
術
力
が
低
下
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

　

一
方
で
、
こ
れ
ま
で
日
本
企
業
が
圧
倒
的
な
競
争

力
を
誇
っ
て
き
た
「
品
質
の
価
値
」
が
下
が
っ
て
い

る
と
い
う
現
実
も
あ
る
。
Ａ
Ｉ
化
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
進
展

に
よ
り
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
が
上
が
り
、

モ
ノ
単
体
の
価
値
が
低
下
し
て
い
る
。
日
本
は
こ
れ

ま
で
「
１
０
０
％
の
品
質
」
を
追
求
し
て
き
た
が
、

高
品
質
な
製
品
も
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
パ
ー
ツ
と
し

て
組
み
込
ま
れ
る
と
そ
の
価
値
は
見
え
に
く
く
な
る
。

結
果
、
日
本
企
業
が
誇
っ
て
い
た
「
１
０
０
％
の
品

質
追
求
を
ベ
ー
ス
に
し
た
技
術
力
」
の
価
値
、
そ
の

相
対
的
競
争
優
位
が
低
下
。
製
品
単
体
の
品
質
管
理

か
ら
製
品
が
組
み
込
ま
れ
た
シ
ス
テ
ム
全
体
の
信
頼

性
確
保
に
発
想
を
切
り
替
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

日
本
は
長
く
「
技
術
立
国
」
を
標
榜
し
て
き
て
、

製
品
技
術
だ
け
で
な
く
知
財
・
ノ
ウ
ハ
ウ
・
経
営
管

理
に
も
優
れ
、
技
術
で
稼
い
で
い
る
技
術
立
国
で
あ

る
こ
と
は
確
か
だ
。
た
だ
、
技
術
立
国
と
い
う
と
、

ニ
ュ
ア
ン
ス
的
に
製
品
技
術
・
モ
ノ
づ
く
り
の
イ

メ
ー
ジ
が
強
い
。
し
か
し
近
年
世
界
に
広
が
っ
た
ド

イ
ツ
発
の
「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
４
・
０
」
の
根
幹
を

な
す
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
Ｃ
Ｐ
Ｓ
（
サ
イ
バ
ー
・
フ
ィ

ジ
カ
ル
・
シ
ス
テ
ム
）」。
サ
イ
バ
ー
空
間
の
情
報
と

物
理
的
な
モ
ノ
が
融
合
す
る
こ
と
で
新
た
な
価
値
を

生
み
出
し
、
生
産
性
向
上
や
社
会
問
題
解
決
等
を
図

ろ
う
と
い
う
概
念
だ
。

　

も
と
も
と
フ
ィ
ジ
カ
ル
の
世
界
だ
け
で
品
質
等
を

捉
え
て
い
た
が
、
今
後
は
違
う
。
例
え
ば
自
動
車

メ
ー
カ
ー
な
ら
、
高
性
能
な
ク
ル
マ
を
つ
く
る
だ
け

で
な
く
ど
の
よ
う
に
利
用
し
て
も
ら
う
か
ま
で
考
え
、

移
動
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
か
。
モ
ノ
づ
く
り
の
強

み
・
競
争
力
を
、
い
か
に
サ
イ
バ
ー
・
フ
ィ
ジ
カ
ル

の
世
界
で
も
生
か
し
て
い
く
か
。

　

方
策
と
し
て
は
「
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」。

２
０
０
０
年
頃
、
米
国
の
経
営
学
者
が
提
唱
し
日
本

で
も
試
行
さ
れ
た
が
、
当
時
の
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
は
、
１
対
１
の
自
分
中
心
型
。
新
興
国
の
追

い
上
げ
を
受
け
、
自
社
の
技
術
開
発
の
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
や
コ
ス
ト
削
減
な
ど
競
争
力
向
上
の
た
め
大

学
と
共
同
研
究
す
る
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
と
組
む
な

ど
、「
自
前
主
義
」
の
延
長
線
上
に
あ
る
も
の
だ
っ

た
。

　

し
か
し
最
近
の
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、

技 術 と 人 材 へ の 視 点
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テ
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か
な
り
質
が
変
わ
っ
て
き
た
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
で
モ
ノ
が
つ

な
が
る
世
界
に
お
い
て
、
製
造
業
も
Ｉ
Ｔ
企
業
と
組

め
ば
モ
ノ
だ
け
が
生
む
価
値
よ
り
も
大
き
な
価
値
を

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
オ
ー

プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
、
１
対
１
で
状
況
に
応
じ

て
相
手
を
替
え
る
自
分
中
心
型
か
ら
、
多
く
の
企
業

が
持
ち
つ
持
た
れ
つ
で
協
力
し
合
う
「
エ
コ
シ
ス
テ

ム
（
生
態
系
）
型
」
へ
と
変
化
し
つ
つ
あ
る
。

　

生
態
系
だ
か
ら
食
物
連
鎖
の
頂
点
に
君
臨
す
る
ド

ミ
ナ
ン
ト
プ
レ
イ
ヤ
ー
（
支
配
的
企
業
）
で
も
、
従

め
て
い
る
。

　

一
般
的
に
日
本
企
業
は
、
エ
コ
シ
ス
テ
ム
的
な

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
不
得
意
。
モ
ノ
づ
く

り
技
術
力
の
高
さ
を
自
負
す
る
だ
け
に
、
他
者
に
任

せ
る
の
が
苦
手
で
自
前
で
や
り
た
が
る
し
、「
技
術

力
さ
え
あ
れ
ば
大
丈
夫
」
と
安
心
し
て
し
ま
い
が
ち
。

こ
れ
で
は
世
界
の
動
き
に
取
り
残
さ
れ
か
ね
な
い
。

と
は
い
え
、
Ｃ
Ｐ
Ｓ
に
お
い
て
も
フ
ィ
ジ
カ
ル
な
競

争
力
の
高
さ
は
重
要
だ
。
技
術
力
に
安
住
せ
ず
、
積

極
的
に
生
か
し
て
「
強
者
連
合
」
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム

を
構
築
す
る
。
そ
ん
な
し
た
た
か
な
経
営
戦
略
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
う
い
う
時
代
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
者
は
ど
う
す

る
か
。
世
の
中
を
構
成
し
て
い
る
の
は
、
モ
ノ
と
情

報
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
─
─
モ
ノ
と
情
報
の
組
み
合
わ
せ

が
サ
イ
バ
ー
・
フ
ィ
ジ
カ
ル
の
世
界
だ
が
、
そ
れ
を

動
か
す
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
不
可
欠
だ
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
業
界
で
も
、
電
力
・
ガ
ス
の
ス
マ
ー
ト
メ
ー

タ
ー
の
普
及
が
進
み
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
を
活
用
し
た
新
サ
ー
ビ
ス
の
可
能
性
が
広

が
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
サ
ー
ビ
ス
は
輸
出
で
き
る
。

特
に
中
国
・
イ
ン
ド
な
ど
新
興
国
で
環
境
問
題
が
深

刻
化
す
る
な
か
、
省
エ
ネ
化
・
低
炭
素
化
を
実
現
す

る
高
効
率
の
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
構
築
な
ど
は
世
界

的
に
展
開
で
き
る
。

　

ト
ラ
イ
し
な
い
と
始
ま
ら
な
い
。
電
力
会
社
に
は

Ｃ
Ｐ
Ｓ
時
代
の
果
敢
な
挑
戦
を
期
待
し
た
い
。

来
の
力
関
係
は
通
用
し
な
い
。
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が

自
動
運
転
を
実
現
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
セ
ン
サ
ー
技

術
、
通
信
、
情
報
処
理
等
々
、
多
様
な
プ
レ
イ
ヤ
ー

の
協
力
が
必
要
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
デ
ー
タ

資
源
は
米
国
が
ほ
ぼ
独
占
し
て
い
る
か
ら
、
当
然
外

資
と
も
連
携
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
し
、
場
合
に

よ
っ
て
は
競
合
相
手
と
も
組
ま
ざ
る
を
得
な
い
。
複

雑
な
状
況
下
で
自
ら
の
立
ち
位
置
を
ど
こ
に
置
き
、

持
ち
つ
持
た
れ
つ
の
関
係
を
つ
く
る
た
め
に
、
何
を

提
供
し
何
を
得
る
か
。
世
界
中
の
企
業
が
模
索
し
始

企業戦略におけるエコシステム形成とプラットフォーム戦略

オープンイノベーション推進 目的の重要性と成果

21世紀政策研究所「イノベーションエコシステムの研究」（元橋氏が主幹としてとりまとめ）の資料をもとに作成

＊各目的の重要性について「重要」「非常に重要」と回答した企業の割合、成果について「成果を挙げている」
「十分な成果を挙げている」と回答した企業の割合
＊2014年11月アンケート実施、n=360（経団連会員企業と一部・二部・新興市場上場の研究開発を行う企業）
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多
く
の
日
本
企
業
で
人
材
育
成
へ
の
投
資
は
良
く

な
い
方
に
向
い
て
い
る
。
要
因
は
三
つ
。
①
終
身
雇

用
が
崩
壊
し
、
人
を
育
て
て
も
、
い
ず
れ
辞
め
る

か
も
し
れ
な
い
。
②
技
術
革
新
や
業
務
変
革
に
よ

り
、
何
を
教
え
れ
ば
い
い
か
テ
ー
マ
自
体
が
不
明
瞭

に
な
っ
て
い
る
。
③
業
績
悪
化
に
よ
り
、
人
材
育
成

へ
の
投
資
は
真
っ
先
に
削
ら
れ
る
。
こ
の
三
つ
が
相

ま
っ
て
、
人
に
投
資
し
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

加
え
て
最
も
懸
念
さ
れ
る
の
が
、
次
世
代
リ
ー

ダ
ー
・
経
営
人
材
の
育
成
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
だ
。

　

日
本
に
は
プ
ロ
経
営
者
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
諸

外
国
で
は
、
幹
部
候
補
者
を
早
く
か
ら
選
抜
し
、
経

営
者
が
ど
う
い
う
仕
事
を
す
る
か
が
明
文
化
さ
れ
て

い
る
。
一
方
、
日
本
企
業
で
は
、
人
材
育
成
へ
の
投

資
の
大
半
が
新
入
社
員
教
育
に
充
て
ら
れ
る
。
経
営

人
材
は
、
と
い
え
ば
、
部
長
の
中
で
最
も
業
績
を
上

げ
た
人
が
役
員
に
な
り
、
常
務
、
専
務
、
社
長
と

昇
っ
て
い
く
。
経
営
者
と
部
門
長
の
仕
事
は
異
な
る

が
、
そ
の
違
い
が
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、
能
力
不
足
の

状
態
で
役
員
に
な
っ
て
し
ま
い
、
経
営
者
と
し
て
の

力
を
発
揮
で
き
な
い
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
経
営
人

材
の
育
成
方
法
も
わ
か
ら
な
い
。
こ
れ
は
大
き
な
問

題
で
あ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
に
さ
ら
さ
れ
て
変
化

が
激
し
く
、
経
営
判
断
一
つ
で
企
業
が
傾
く
可
能
性

の
あ
る
業
界
で
は
、
リ
ー
ダ
ー
・
経
営
人
材
の
育
成

は
喫
緊
の
課
題
だ
。

　

で
は
、
ど
う
や
っ
て
育
成
す
る
か
。
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
と
し
て
関
わ
っ
た
、
日
本
の
ト
ッ
プ
１
０
０
に

入
る
、
あ
る
Ｉ
Ｔ
関
連
の
大
企
業
の
例
を
挙
げ
よ
う
。

同
社
で
は
、
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
候
補
が
い
な
い
こ
と

に
危
機
感
を
持
っ
た
役
員
が
、
Ｇ
Ｅ
（
ゼ
ネ
ラ
ル
・

エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
）
の
幹
部
育
成
シ
ス
テ
ム
を
参
考

に
同
様
の
し
く
み
を
導
入
し
た
。
最
大
の
ポ
イ
ン
ト

は
、
①
最
初
に
選
抜
す
る
こ
と
。
日
本
の
多
く
の
大

　

こ
う
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
同
社
で
は
若
手

幹
部
が
育
ち
、
さ
ら
に
次
の
世
代
も
育
っ
て
い
る
。

変
化
が
激
し
い
業
界
に
あ
り
、「
昔
の
人
が
昔
の
常

識
で
経
営
を
し
て
い
る
と
生
き
残
れ
な
い
」
こ
と
を

経
営
陣
も
わ
か
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
ま
で
の
育
成

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
行
さ
れ
、
継
続
さ
れ
て
い
る
。

　

企
業
を
取
り
巻
く
環
境
変
化
の
一
つ
と
し
て
Ａ
Ｉ

の
登
場
で
人
間
の
仕
事
が
な
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
お
そ
ら
く
２
０
２
５
年
以
降
、
医
者
や
弁
護
士

な
ど
専
門
家
の
仕
事
は
急
激
に
Ａ
Ｉ
に
置
き
換
え
ら

れ
て
い
く
が
、
経
営
者
の
よ
う
に
総
合
的
に
考
え
る

仕
事
は
ま
だ
Ａ
Ｉ
に
は
で
き
な
い
。
で
き
る
よ
う
に

な
る
と
し
て
も
、
汎
用
Ａ
Ｉ
の
登
場
に
は
さ
ら
に
10

年
ほ
ど
か
か
る
の
で
、
35
年
頃
。
当
面
は
、
経
営
人

材
を
育
て
る
必
要
が
あ
る
わ
け
だ
。

　

電
力
会
社
の
場
合
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
由
化
や
発
送

電
分
離
な
ど
は
起
き
る
が
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
な
ど

他
業
界
に
比
べ
る
と
、
ま
だ
変
化
は
緩
や
か
で
は
な

い
か
。
た
だ
、
経
営
人
材
が
育
っ
て
い
な
い
よ
う
な

ら
、「
選
択
と
集
中
」
で
、
リ
ー
ダ
ー
育
成
に
も
っ

と
お
金
と
経
営
者
の
時
間
を
注
ぎ
込
ま
な
い
と
い
け

な
い
。

　

日
本
企
業
は
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
て
こ
な
か
っ
た
。

後
れ
を
取
っ
て
い
る
が
、
今
か
ら
で
も
遅
く
は
な
い
。

海
外
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
事
例
を
参
考
に
す
れ
ば
、
方

策
は
あ
る
。
あ
と
は
、
や
る
か
や
ら
な
い
か
、
だ
。

企
業
で
は
、
部
長
が
５
０
０
人
い
れ
ば
、
皆
に
昇
進

可
能
性
が
あ
る
と
長
く
夢
を
見
さ
せ
つ
つ
一
律
に
研

修
を
行
う
が
、
同
社
は
ま
ず
40
人
を
選
抜
し
、
そ
の

中
か
ら
10
人
が
役
員
に
な
れ
る
こ
と
を
最
初
に
宣
言

す
る
。
②
選
抜
さ
れ
た
人
た
ち
は
通
常
業
務
に
加
え
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
研
修
に
時
間
を
使
う
こ
と
が
業
務

目
標
と
し
て
設
定
さ
れ
、
６
割
は
営
業
成
績
だ
が
、

４
割
は
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
習
熟
度
合
い
が
評
価
の

対
象
と
な
る
。
③
１
人
年
間
１
千
万
円
と
い
っ
た
予

算
を
集
中
投
資
す
る
。
我
々
の
よ
う
な
外
部
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
に
独
自
の
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
ら
せ

た
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
へ
の
夜
間
通
学
、
社
長

以
下
経
営
陣
が
同
席
す
る
１
泊
２
日
の
選
抜
研
修
に

参
加
さ
せ
た
り
す
る
な
ど
─
─
１
人
あ
た
り
に
換
算

す
る
と
か
な
り
の
費
用
を
か
け
て
い
る
。

　

研
修
へ
の
ト
ッ
プ
同
席
は
、「
本
気
で
育
て
る
」

「
選
抜
は
も
う
始
ま
っ
て
い
る
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

技 術 と 人 材 へ の 視 点

鈴
木
貴
博 

百
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コ
ン
サ
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テ
ィ
ン
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材
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プ
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「
選
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集
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リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る

すずき　たかひろ
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ジ
に
も
な
る
。
経
営
陣
に
し
て
も
、
候
補
者
の
力
量

が
「
見
え
る
化
」
さ
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
候
補

者
は
皆
、
あ
る
種
の
能
力
に
長
け
て
い
る
か
ら
部
長

職
に
あ
る
が
、
経
営
者
と
し
て
は
足
り
な
い
部
分
も

あ
る
。
そ
れ
は
、
５
０
０
人
の
部
長
を
人
事
部
の
査

定
情
報
だ
け
で
評
価
し
よ
う
と
し
て
も
見
え
な
い
が
、

40
人
に
絞
っ
て
個
別
に
見
れ
ば
、
育
成
課
題
も
明
確

に
な
る
。

　

経
営
者
に
必
要
な
力
は
、「
経
営
判
断
力
」
と

「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」。
激
し
い
変
化
と
困
難
な
状
況

下
で
、
ど
う
判
断
・
決
断
す
る
か
。
決
め
た
こ
と

に
つ
い
て
皆
を
動
か
し
て
い
け
る
か
。
こ
の
二
つ

が
、
経
営
者
を
め
ざ
す
際
、
一
皮
も
二
皮
も
む
け
な

い
と
い
け
な
い
部
分
だ
。
も
う
一
つ
、
つ
け
加
え
る

と
す
る
な
ら
ば
、「
責
任
能
力
」。
と
り
わ
け
危
機
的

状
況
下
で
は
責
任
あ
る
経
営
判
断
が
不
可
欠
で
あ
り
、

し
っ
か
り
責
任
を
自
覚
し
て
お
き
た
い
。
そ
し
て
力

を
磨
く
に
は
、
過
去
の
経
営
陣
が
行
っ
た
重
要
な
判

断
に
つ
い
て
「
あ
な
た
な
ら
ど
う
い
う
経
営
判
断
を

す
る
か
」
と
い
う
課
題
を
出
す
。
正
解
は
な
い
。
し

か
し
、
正
解
の
な
い
問
い
に
向
き
合
い
、
決
断
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
経
営
者
だ
。

経営リーダー人材育成を行うにあたって企業が取り入れるべき施策・制度

経営人材育成全般に関する施策の取組状況

経済産業省「企業価値向上に向けた経営リーダー人材の戦略的育成についてのガイドライン」の資料をもとに作成

＊2017年1月〜2月アンケート実施、n=102（東証一部上場企業）
経済産業省「企業価値向上に向けた経営リーダー人材の戦略的育成についてのガイドライン」の資料をもとに作成
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選
抜
人
材
に
対
し
て
、社
内
の
目
だ
け
で
な
く

社
外
取
締
役
な
ど
外
部
の
目
で
審
査
、評
価

し
て
も
ら
う
な
ど
関
与
機
会
を
つ
く
っ
て
い
る

0.0

最
上
位
の
階
層
の
評
価
に
つ
い
て
は
、現
在
の
役
員
層
の

思
惑（
自
分
を
飛
び
越
す
可
能
性
へ
の
反
発
）が

マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
配
慮
し
て
い
る

選
抜
人
材
の
将
来
に
向
け
た

意
向
確
認
等
は
、本
音
が
出
や
す
い
よ
う

外
部
機
関
を
活
用
し
て
い
る

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作
成
、見
直
し
に
は
、

外
部
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
知
恵
を
活
用
し
て
い
る

選
抜
、育
成
の
方
法
や
し
く
み
な
ど
は

固
定
せ
ず
、常
に
再
評
価
し
見
直
し
て
い
る

教
育
に
時
間
を
割
く
こ
と
や
計
画
配
置
な
ど
で

起
こ
る
現
場
部
門
と
の
軋
轢
を
回
避
す
る
た
め
、

制
度
あ
る
い
は
運
用
上
の
配
慮
を
十
分
し
て
い
る

選
抜
人
材
に
対
し
て
、メ
ン
タ
ー
ま
た
は

コ
ー
チ
役
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
任
命
し
、

育
成
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る

「
経
営
人
材
育
成
」に

経
営
ト
ッ
プ
が
深
く
関
与
し
て
い
る

凡
例
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どちらか
といえば
違う

どちらとも
いえない

どちらか
といえば
その通り

まったく
違う

まったく
その通り

●社内人材のスキル・能力等の把握
●社内人材に関する評価体制の構築
●選抜人材の基準、手続きの策定
●事業部門、社内人材との関係の整理
●外部人材の確保の検討

●目的に沿った育成計画の策定
●育成計画に対する社内理解の浸透
●育成計画を円滑にする人事制度構築
●効果的な研修メニューの整備

●重要なポストの選定と期待される
　役割・成果の明確化
●求められるスキル・能力の明確化
●人材育成に必要な職務経験の明確化

フェーズ1
ビジョンや経営戦略を実現する上で
重要なポストおよび要件の明確化

フェーズ2
人材の把握・評価と

経営人材育成候補者の選抜・確保

フェーズ3
人材育成計画の策定・実施と
育成環境の整備・支援

フェーズ4
育成結果の評価と

関連施策の再評価・見直し

●育成結果に対する組織的な評価
●育成後の対象者との関わり方の整理
●人材育成戦略の再評価・見直し
●育成計画の再評価・見直し
●育成環境の再評価・見直し

経営層／人事

●網羅的な経営人材育成戦略の策定
●経営層のコミットメント
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学
生
の
原
子
力
離
れ
が
進
ん
で
い
る
。

　

国
内
有
数
の
原
子
力
施
設
集
積
地
で
あ
る
福
井
県

は
、
そ
の
立
地
を
生
か
し
て
次
代
を
担
う
原
子
力
人

材
を
育
成
し
よ
う
と
、
２
０
０
５
年
か
ら
産
官
学
を

挙
げ
た
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。
福
井
大
学
で
も

04
年
に
原
子
力
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
工
学
専
攻
を
大

学
院
に
新
設
し
た
が
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
一

時
期
を
除
き
、
定
員
の
確
保
が
困
難
な
状
況
が
続
い

て
い
る
。
特
に
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

事
故
が
起
き
た
11
年
以
降
は
、「
就
職
先
が
見
つ
か

り
や
す
い
か
ら
原
子
力
を
選
択
す
る
」
と
い
う
学
生

で
は
な
く
、「
事
故
を
目
の
当
た
り
に
し
て
も
原
子

力
を
研
究
し
た
い
」「
福
島
の
廃
炉
を
や
り
た
い
」

と
い
う
志
の
高
い
学
生
が
若
干
来
て
く
れ
た
も
の
の
、

大
勢
と
し
て
は
低
迷
し
た
ま
ま
だ
。

　

原
因
と
し
て
は
、
事
故
の
衝
撃
が
大
き
か
っ
た
こ

と
に
加
え
、
将
来
が
見
通
せ
な
い
こ
と
も
影
響
し
て

い
る
よ
う
だ
。
事
故
直
後
は
福
井
県
内
で
も
原
子
力

に
対
す
る
批
判
的
な
意
見
が
多
か
っ
た
が
、
最
近

は
「
や
っ
ぱ
り
原
子
力
は
必
要
」
と
い
う
声
も
聞
か

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
だ
国
は
未
だ
新
増
設
な
ど

の
推
進
方
針
を
明
言
し
て
お
ら
ず
、
腰
が
引
け
た
状

態
だ
。
学
生
も
そ
ん
な
空
気
を
察
し
、「
先
が
な
い
」

と
感
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

と
は
い
え
、
総
合
工
学
と
し
て
幅
広
い
分
野
を
含

む
原
子
力
に
関
し
、
体
系
立
て
た
教
育
が
で
き
る
の

は
先
進
国
だ
け
。
と
り
わ
け
原
子
力
平
和
利
用
と
し

て
、
発
電
に
加
え
、
燃
料
濃
縮
・
再
処
理
・
高
速
増

殖
炉
も
含
め
た
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
全
般
に
つ
い
て

進
め
る
意
思
と
能
力
を
持
っ
て
い
る
国
は
、
フ
ラ
ン

ス
と
日
本
く
ら
い
だ
。
計
画
ど
お
り
進
ま
ず
停
滞
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
面
も
あ
る
が
、
膨
大
な
技
術

蓄
積
が
あ
り
、
体
系
化
さ
れ
確
立
さ
れ
た
原
子
力
工

学
の
教
育
研
究
イ
ン
フ
ラ
を
持
っ
て
い
る
国
は
他
に

担
う
技
術
系
エ
リ
ー
ト
養
成
機
関
）
な
ど
を
モ
デ
ル

に
、
将
来
の
原
子
力
を
担
う
人
材
を
６
年
一
貫
教
育

で
育
成
す
る
。
こ
れ
は
既
存
の
大
学
・
大
学
院
が

行
っ
て
も
い
い
が
、
電
力
会
社
や
プ
ラ
ン
ト
メ
ー

カ
ー
な
ど
関
連
企
業
が
共
同
出
資
し
て
、
原
子
力
技

術
者
養
成
を
専
門
と
す
る
新
た
な
教
育
機
関
を
つ

く
っ
て
も
い
い
。「
原
子
力
全
体
が
わ
か
る
」
技
術

者
を
養
成
す
る
に
は
、
少
数
精
鋭
で
理
論
も
実
地
も

徹
底
的
に
学
ん
で
も
ら
え
る
取
り
組
み
が
必
要
で
は

な
い
か
。
こ
う
し
た
原
子
力
専
門
の
育
成
機
関
や
原

子
力
独
自
の
奨
学
金
な
ど
を
設
け
て
育
て
な
い
限
り
、

技
術
継
承
が
で
き
な
い
だ
け
で
な
く
、
よ
り
安
全
な

新
型
炉
開
発
な
ど
の
実
現
に
は
程
遠
い
。

　

か
つ
て
原
子
力
は
「
夢
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
呼
ば

れ
、
多
く
の
技
術
者
・
研
究
者
が
切
磋
琢
磨
し
て
技

術
の
高
度
化
に
努
め
て
き
た
。
残
念
な
が
ら
今
の
日

本
で
原
子
力
に
夢
を
持
つ
こ
と
は
難
し
い
が
、
世
界

で
は
ア
ジ
ア
・
中
東
な
ど
を
中
心
に
原
子
力
導
入
が

進
ん
で
い
る
。
福
井
大
学
に
も
エ
ジ
プ
ト
や
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
な
ど
こ
れ
か
ら
原
子
力
を
導
入
し
よ
う
と
い

う
国
か
ら
学
生
が
学
び
に
来
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

国
々
が
よ
り
安
全
で
信
頼
性
の
高
い
原
子
力
技
術
を

導
入
す
る
た
め
に
も
、
日
本
は
優
れ
た
人
材
を
育
成

し
、
培
っ
て
き
た
技
術
を
次
代
に
、
世
界
に
継
承
し

て
い
く
責
務
が
あ
る
。
国
と
産
業
界
の
本
腰
を
入
れ

た
対
応
を
望
み
た
い
。

な
い
。
フ
ラ
ン
ス
が
国
営
の
原
子
力
産
業
の
再
編
に

手
間
取
る
な
か
、
こ
こ
で
日
本
が
原
子
力
の
技
術
継

承
と
人
材
育
成
を
や
め
て
し
ま
う
と
、
人
類
が
蓄
積

し
て
き
た
技
術
が
世
界
か
ら
消
え
て
し
ま
う
か
も
し

れ
な
い
。
日
本
は
高
速
炉
や
燃
料
サ
イ
ク
ル
も
含
め
、

新
し
い
技
術
を
完
成
さ
せ
継
承
し
て
い
く
責
任
が
あ

る
。

　

し
か
し
現
状
は
、
志
望
者
数
の
減
少
と
と
も
に
人

材
の
質
の
低
下
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
原
子

炉
運
転
に
関
す
る
保
安
を
監
督
す
る
原
子
炉
主
任
技

術
者
は
、
福
島
第
一
の
事
故
を
教
訓
に
役
割
が
明
確

化
さ
れ
、
重
要
性
が
増
し
て
い
る
が
、
受
験
者
数
は

85
年
を
ピ
ー
ク
に
漸
減
。
こ
こ
３
年
ほ
ど
は
受
験
者

数
こ
そ
増
加
に
転
じ
た
が
、
合
格
率
は
20
％
以
下
と

低
下
し
て
い
る
。

　

そ
の
要
因
の
一
つ
が
、
い
わ
ゆ
る
「
大
学
院
重
点

化
」
に
よ
る
影
響
だ
。
こ
れ
は
90
年
頃
か
ら
実
施
さ

技 術 と 人 材 へ の 視 点

宇
埜
正
美 

福
井
大
学
附
属
国
際
原
子
力
工
学
研
究
所 

副
所
長
／
教
授

原
子
力

「
原
子
力
全
体
が
わ
か
る
」

人
材
育
成
が
急
務

うの　まさよし
福井大学附属国際原子力工学研究所 
副所長／教授
1959年大阪府生まれ。大阪大学工学
部卒、同大学院工学研究科原子力工
学修了。日本核燃料開発研究員を経
て、91年より大阪大学大学院工学研究
科准教授、2009年より福井大学教授。
原子力燃料材料の高度化に関する基
礎研究、「もんじゅ」における高速増殖
炉実用化のための中核的研究開発な
ど実施。日本原子力学会関西支部長。
http://t-profile.ad.u-fukui.ac.jp/
profile/ja.c2df42de1f8c569d520e175
60c007669.html

れ
た
大
学
改
革
で
、
従
来
の
学
部
主
体
か
ら
大
学
院

主
体
に
改
組
す
る
こ
と
で
研
究
活
動
の
活
性
化
を
め

ざ
し
た
も
の
だ
が
、
一
方
で
基
礎
学
問
の
修
得
に
十

分
な
時
間
を
取
れ
な
く
な
っ
た
。
原
子
力
で
い
え
ば
、

従
来
必
須
だ
っ
た
燃
材
料
、
炉
物
理
、
炉
制
御
、
炉

工
学
の
う
ち
、
一
部
し
か
学
ば
な
い
ま
ま
修
士
課
程

に
進
む
学
生
も
い
る
有
り
様
だ
。

　

原
子
力
は
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
が
集
積
し
た
複
合
領

域
。
技
術
者
に
は
高
度
な
専
門
性
と
同
時
に
、
シ
ス

テ
ム
全
体
へ
の
理
解
も
求
め
ら
れ
る
。「
燃
料
の
こ

と
は
わ
か
る
。
で
も
臨
界
は
説
明
で
き
な
い
」
と
い

う
技
術
者
が
増
え
る
よ
う
で
は
、
技
術
・
組
織
の
細

分
化
が
事
態
悪
化
の
一
因
と
指
摘
さ
れ
た
福
島
第
一

事
故
の
教
訓
を
生
か
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

　

複
合
技
術
と
し
て
の
原
子
力
を
進
め
る
な
ら
、
座

学
も
大
事
だ
が
、
産
業
界
と
連
携
し
発
電
所
や
研
究

施
設
な
ど
実
地
で
学
ぶ
こ
と
も
大
事
。
原
子
力
技
術

者
育
成
の
た
め
の
専
門
機
関
が
な
い
と
、
本
当
の
技

術
者
は
育
た
な
い
。
例
え
ば
フ
ラ
ン
ス
の
エ
コ
ー

ル
・
ポ
リ
テ
ク
ニ
ー
ク
（
理
工
科
大
学
校
。
国
家
を

原子力関連学科等への応募者数の推移 原子力セミナーへの来場学生数（原子力系
企業への就職を希望する学生数）の推移

福井県嶺南地域原子力関連施設の共同利用スキーム

総合資源エネルギー調査会 自主的安全性向上・技
術・人材 WG 第9回会合の資料をもとに作成

日本原子力産業協会調べに基づく文部科学省原子力科学技術委員
会「原子力人材育成作業部会 中間取りまとめ」の資料をもとに作成

福井県「エネルギー研究開発拠点化計画」2017年度の資料をもとに作成
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　参加企業（機関数・延べ）

北陸・中京・関西圏の大学・研究機関
（名古屋大学、京都大学、大阪大学等）

福井大学附属国際原子力工学研究所
①県内研究機関が保有する設備・機器等の共同利用を促進

②県内研修施設等を活用した人材育成

敦賀総合研修センター

研究開発部
国際原子力人材育成センター ふげん高経年化分析室

レーザー共同研究所
敦賀連携推進センター

原子力研修センター

原子力安全システム研究所
（技術システム研究所）

若狭湾エネルギー研究センター 日本原子力研究開発機構

日本原子力発電

関西電力

INSS

情報提供

情報発信

設備・機器 人材育成

研究者等の派遣 学生等の派遣


